
代
に
清
酒
の
不
足
を
補
う
た
め
に
国
の

指
導
で
造
ら
れ
ま
し
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず

単
純
に
言
い
ま
す
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
糖
・

酸
味
料
（
コ
ハ
ク
酸
・
乳
酸
等
）
を
使
用

し
て
同
じ
米
の
量
で
三
倍
の
清
酒
を
造

る
方
法
で
す
。
三
増
酒
そ
の
物
の
販
売
で

は
な
く
、
清
酒
に
二
割
前
後
混
和
し
て
い

る
の
が
地
方
の
常
識
で
し
た
。
米
は
世
界

相
場
の
十
倍
近
い
価
格
で
は
あ
り
ま
す

が
か
な
り
前
か
ら
余
っ
て
お
り
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
清
酒
の
糖
・
酸
味
料
の
使
用
を

禁
止
す
る
の
か
と
思
い
き
や
、
二
増
酒

（
便
宜
的
造
語
）
は
良
い
と
の
事
。
三
増

酒
を
清
酒
で
な
く
す
る
意
味
が
判
り
ま

せ
ん
。
三
増
酒
よ
り
二
増
酒
の
方
が
良
い

の
か
？
混
和
率
を
高
め
れ
ば
一
緒
で
す

よ
ね
？
原
材
料
表
示
も
今
ま
で
と
変
わ

ら
ず
、
お
客
様
に
は
何
の
変
化
も
無
い
訳

で
す
。
…
理
由
が
判
り
ま
し
た
。
三
増
酒

そ
の
物
の
販
売
が
清
酒
と
し
て
は
出
来

な
く
な
る
そ
う
で
す
。
三
増
酒
そ
の
物
で

す
か
…
ハ
ハ
ー
成
る
程
。
そ
れ
で
は
合
成

酒
は
？
え
！
残
る
の
で
す
か
！
へ
～
そ

う
で
す
か
…
。
ア
ッ
！
表
示
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
ね
？
去
年
の
住
所
変
更
と

一
昨
年
の
精
米
歩
合
の
表
示
で
毎
年
ラ

ベ
ル
印
刷
の
し
直
し
で
使
え
な
く
な
っ

た
ラ
ベ
ル
の
山
な
ん
で
す
が
…
？
無

い
！
ホ
ッ
！
助
か
り
ま
す
～
。 

て
な
感

じ
で
す
。 

「
酒
税
改
正
」 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

二
月
の
酒
蔵
開
放
に
は
、
今
年
も
沢

山
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
弊
社
の
日

頃
の
ご
愛
顧
へ
の
感
謝
と
酒
造
り
に

対
す
る
「
思
い
」
を
お
伝
え
す
る
事
が

出
来
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
手
伝
い

頂
い
た
弊
社
社
員
の
人
数
を
越
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に

は
、
「
見
る
」
側
か
ら
「
踊
る
」
側
に

来
て
「
思
い
」
を
共
有
し
て
頂
き
、
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
月
の
四
週
目
は
輸
出
の
関
係
で
香

港
・
台
湾
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。香
港

で
は
十
二
月
に
弊
社
の
蔵
で
研
修
し
、

蔵
人
と
一
緒
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
た

イ
ボ
ン
ヌ
・
沼
田
両
女
性
バ
イ
ヤ
ー
と

再
会
し
、
彼
女
達
が
企
画
し
た
日
本
酒

祭
り
に
参
加
。
台
湾
で
は
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
前
園
バ
イ
ヤ
ー
と
天

寿
取
り
扱
い
の
飲
食
店
を
回
っ
て
参

り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
だ
け
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
現

地
の
料
理
は
ほ
と
ん
ど
味
わ
う
事
が

出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
、
世
界
中
で
日
本
食
流
行
り
の
感

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
現

地
で
は
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
か
そ
れ
に

近
い
も
の
が
多
く
、
非
常
に
高
く
つ
き

ま
す
。
日
本
酒
も
現
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
飲
み
ま
す
と
、
安
く
て
も
日
本
で
の

小
売
価
格
の
四
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
酒
蔵
の
人
間
が
仕
事
で
と
は

い
え
気
合
の
必
要
な
価
格
と
な
り
ま

す
。
判
っ
て
は
い
る
つ
も
り
で
お
り
ま

し
た
が
、
五
代
目
が
よ
く
言
っ
て
い
た

「
酒
の
一
滴
は
血
の
一
滴
」
を
実
感
す

る
所
で
あ
り
ま
し
た
。
高
く
て
も
良
い

と
は
決
し
て
思
い
ま
せ
ん
が
、
海
外
で

日
本
酒
の
高
い
価
値
観
を
見
る
に
つ

け
、
国
内
に
お
け
る
清
酒
の
当
り
前
過

ぎ
る
存
在
感
。
ワ
イ
ン
の
三
千
円
は
普

通
で
も
、
清
酒
の
三
千
円
は
「
高
～
い
」

と
言
う
存
在
価
値
の
低
さ
の
打
破
が

重
要
だ
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
神
代

の
時
代
に
遡
る
積
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
晴
の
物
（
目
出
度
い
も
の
・
神
に

つ
な
が
る
も
の
）
と
の
認
識
は
持
っ
て

頂
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

酒
税
改
正
が
五
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ｢

改
正｣

と
言
わ
れ
る
の
か
よ
く

判
り
ま
せ
ん
。
三
増
酒
は
清
酒
で
は
な

く
リ
キ
ュ
ー
ル
と
な
り
税
金
が
高
く

な
る
と
の
事
。
非
常
に
性
急
で
時
期
尚

早
な
結
論
で
あ
る
が
良
く
思
い
切
っ

た
も
の
と
最
初
は
思
い
ま
し
た
。
元
来

三
増
酒
は
戦
中
・
戦
後
の
米
不
足
の
時

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 

秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第39号  2006年3月号 

ご
自
身
で 

 

直
接
ビ
ン
詰
め 

その①   

開封当日に秋田県内各地の 
  飲食店で解禁パーティー 

直接天寿の酒蔵に 
     雪室生酒を酌みに行こう 

●日時／平成18年4月28日 18：00～20：00 《同時開催》 
●場所／県内４ヶ所の会場  ●会費／前売りチケット制 （各店で異なります） 
◎お申し込みは ご希望の会場または天寿酒造へお申し込みください。 

店 名 住 所 電話番号 会費 定員 

居酒屋三太 由利本荘市裏尾崎町４－２ 0184-23-5525 3,000円 20人 

ホテルまさか 由利本荘市鳥海町猿倉字湯ノ沢５２ 0184-58-2188 4,000円 70人 

たつみ寛洋ホテル  にかほ市象潟町字後田１１６－５  0184-32-5555 3,000円 60人 

地鶏料理 瑠璃亭 秋田市保戸野千代田町15-17 018-867-0560 3,800円 40人 

解禁日当日に雪中タンクから直接解禁パーティー会場へ
お届けし逸速く皆様から出来ばえを味わって頂きたいと
思い企画いたしました。 

開封!! 
雪室タンクから 氷点 

熟成 雪室   純米生酒 

店 その②   

４月２８日には、必要な本数分を、お客
様ご自身がビンに手詰めすることが出
来ます。 
《 空ビンは天寿でご用意致します。》 

 ●日時／4月28日(金)   
  午前10：00～12：00 
 ●場所／天寿酒造（精米所付近） 

720ｍｌ  ￥1,365（税込） 

蔵 

天寿 雪室氷点熟成純米生酒は、2月の「酒蔵開放」でしぼりたて純米生酒の入ったタ
ンクをまるごと雪の中に封印し±0℃の氷点で熟成させたお酒です。そのお酒を
4/28に雪室から開封し解禁いたします。純米生酒のとろりとした味わい深さを楽し
んで頂くためにいろいろと企画いたしました。 



「
萬
屋
松
風

よ
ろ
ず
や
ま
つ
か
ぜ

」 

西
一
番
街
の
喧
騒
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
一
軒
家
は
、
昭
和
49
年
オ
ー
プ
ン
の
居

酒
屋
。
内
装
は
、
ロ
フ
ト
の
よ
う
な
座
敷
や

囲
炉
裏
風
の
席
な
ど
、
は
や
り
の
レ
ト
ロ

調
。
と
い
っ
て
も
こ
れ
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か

ら
の
も
の
。
最
近
人
気
な
の
は
、
あ
ら
煮
。

銀
ダ
ラ
や
カ
レ
イ
、
カ
ン
パ
チ
な
ど
、
５
～

６
種
類
の
魚
を
入
れ
、
お
酒
に
よ
く
合
う
、

濃
い
味
に
仕
上
げ
た
。
手
間
を
か
け
て
作
っ

て
い
る
か
ら
す

み
も
、
新
物
な

ら
で
は
の
柔
ら

か
な
食
感
。
ど

の
料
理
も
扱
っ

て

い

る

天

寿 

特
別
純
米
「
鳥

海
山
」
燗
上
が

り
と
の
相
性
が

バ

ッ

チ

リ

で

す
。 

是
非
、
お
店
の

方
へ
お
立
寄
り

下
さ
い
。 

 

住 

所 

東
京
都
豊
島
区 

 
 
 
 
 
 
 

西
池
袋
１
の
24
の
５ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
（
３
９
８
６
）
１
０
４
７ 

営
業
時
間 

17
時
～
23
時
30
分 

休 

日 

日
曜
・
祝
日 

◆
◆
◆
◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

 
 
 
 
 

試
飲
即
売
予
定
◆
◆
◆
◆ 

◆
５
／
４
日
・
５
日
・
６
日 

◎
秋
田
ま
る
ご
と
市
場
（
秋
田
市
） 

◎
道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】
（
に
か
ほ
市
象
潟
） 

◎
道
の
駅
【
に
し
め
】
（
由
利
本
荘
市
） 

 

◎
道
の
駅
【
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

】
（
由
利
本
荘
市
） 

 

◆
５
／
５
日
・
６
日
・
７
日 

◎
ア
ト
リ
オ
ン

【
県
産
品
プ
ラ
ザ

】
（
秋
田
市
） 

 ご意見、ご感想をおきかせください。  
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情
報を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 
●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ tenju@chokai.ne.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄ゙ ﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 
★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事 
  前にご連絡下さい。 
 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方は 
 ご連絡下さい。無料 
 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

お 酒 の 
NEWS 

 

大
吟
醸
「
鳥
海
」 

 
 

し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生
酒

《
三
月
二
十
二
日
発
売
》 

 
 

 

天
寿
の
酒
蔵
で
は
杜
氏
の
下
、
大
吟
醸

酒
も
搾
り
終
わ
り
、
そ
の
出
来
ば
え
に
安

堵
感
や
達
成
感
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
好
評
に
お
応
え
し
て
今
年
も
大
吟
醸

「
鳥
海
」
し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生
酒
を
限

定
発
売
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
年
も
う
す

に
ご
り
の
出
荷
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

の
機
会
に
大
吟
醸
の
旬
の
味
を
ご
賞
味
下

さ
い
。 

尚
、
３
０
０
本
限
定
出
荷
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
誠
に
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご

注
文
は
先
着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

大吟醸｢鳥海｣ 
しぼりたてにごり生酒 

720ml 

2,993円（税込） 

限 定 300本 

＋3.0 
1.3 
0.9 
AK-1  
16.0～16.9 
35％   
山田錦100％ 

●日本酒度 
●酸   度 
●アミノ酸 
●使用酵母 
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合 
●原 料 米 

◆
◆
◆
天
寿
の
飲
め
る
店
◆
◆
◆ 

◆
◆
◆
落
語
と
天
寿
を
楽
し
む
会
◆
◆
◆ 

◎
５
／
27
日
決
定 

●
会
費 

五
，
〇
〇
〇
円 

●
定
員
一
〇
〇
名 

三
遊
亭
鳳
楽
師
匠
を
お
招
き
し
て
楽
し
い
落
語

と
天
寿
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
企
画
で
す
。 

 

※
一
部
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 

美
味
し
い
大
吟

醸
が
搾
り
あ
が

り
ま
し
た
。 

で
に
受
け
継
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
、
二
年

前
の
明
治
十
四
年
九
月
「
清
酒
醸
造
引
継

営
業
願
」
を
時
の
郡
長
蒔
田
広
孝
に
出

し
、
直
ち
に
聞
き
届
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
同
年
に
出
し
た
「
酒
造
見
込
石
御

届
」
に
は
玄
米
百
弐
拾
石 

白
米
百
八
石 

但
、
玄
米
壱
石
ニ
付
一
割
減 

 

此
清
酒

百
二
十
石
と
あ
る
。
本
宅
の
坪
数
も
入
れ

て
の
三
百
坪
の
建
物
設
備
で
、
百
二
十
石

の
酒
造
り
を
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
「
建

物
書
上
げ
」
を
出
し
た
の
は
増
改
築
か
新

築
が
あ
っ
た
た
め
の
届
け
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。 

操
業
時
に
建
築
さ
れ
た
と
言

わ
れ
、
今
も
「
壱
号
蔵
」
と
名

づ
け
て
い
る
蔵
の
入
り
口
部

分
、
土
蔵
造
り
の
観
音
開
き

と
漆
喰
の
引
き
戸
、
そ
の
内

側
の
木
の
格
子
戸
に
当
時
の

名
残
を
遺
し
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
永
い
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
古
い
建
物
は
あ
ま
り

残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
現
在

我
々
家
族
が
住
ん
で
い
る
住

居
部
は
部
分
改
築
し
な
が
ら

も
歴
史
が
偲
ば
れ
る
築
百
七

十
余
年
の
姿
を
の
こ
し
て
お

り
、
酒
蔵
開
放
イ
ベ
ン
ト
時

抹
茶
接
待
の
場
な
ど
で
来
客

に
喜
ば
れ
て
い
る
。 

製
造
場
建
物
の
変
遷
そ
の
Ⅰ 

 
 
 
 

 

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

   

六
代
目 

大
井 

永
吉 

  

天
寿
の
歴
史
は
今
年
で
創
業
百
三

十
一
年
を
数
え
る
が
、
そ
の
製
造
設
備

に
つ
い
て
、
我
が
家
に
残
さ
れ
て
い
る

古
文
書
や
資
料
に
よ
り
変
遷
を
辿
っ

て
み
る
。 

初
代
永
吉
は
本
家
五
代
目
大
井
光
曙

の
時
代
に
分
家
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
頂
い
た
漢
詩
の
書
の
掛
け
軸
の
裏

面
に
、
自
分
の
二
篇
の
漢
詩
と
共
に
次

の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

【
文
政
第
十
三
年
改
元
天
保
元
庚
寅

秋
八
月
十
有
六
日
分
家
而
于
仝
栄
吉

居
新
街 

同
第
四
癸
巳
春
三
月
三
日
応

需
前
掛
一
幅
】 

 

天
保
元
年
（
１
８
３
０
年
）
に
分
家

し
て
新
街
（
現
在
通
称
新
町
）
に
居
住

し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
年
に
家
を
建
て

た
と
し
て
も
最
初
の
建
物
は
今
年
で

百
七
十
六
年
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
。 

初
代
永
吉
は
麹
と
濁
酒
を
営
ん
で
い

た
か
ら
、
麹
室
や
釜
場
、
酒
蔵
と
ま
で

は
い
か
な
く
と
も
仕
込
み
桶
の
何
本

か
は
並
べ
ら
れ
る
建
物
は
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
二
代
目
に
受
け
継

が
れ
約
四
十
年
後
の
明
治
七
年
清
酒

製
造
の
免
許
を
得
て
新
し
く
土
蔵
が

130周年を迎える 
天寿の歴史（五）ー４ 

建
て
ら
れ
た
の
か
、
濁
酒
時
代
に
す
で

に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で

な
い
。 

明
治
十
六
年
十
月
に
三
代
目
が
「
酒
造

関
係
建
物
書
上
げ
」
を
簡
単
な
図
面
と

共
に
届
け
出
し
て
い
る
。 

【
区
域
総
坪
参
百
壱
坪
、
右
絵
図
面
之

棟
数
相
違
無
之
、
前
後
増
減
及
変
換
之

節
者
更
ニ
取
調
御
引
替
可
仕
候
也 

 

由
利
郡
城
内
村
酒
造
営
業
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
井
与
四
郎
】 

 

相
続
前
の
三
代
目
だ
が
仕
事
は
す

明治16年 酒造関係建物書上げ 


